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【センチュリー：嶋田社長からのコメント】
今年度は、円安の継続や物価、諸経費の高騰、基幹店の売上不振など、センチュリー社を取り巻く環境は厳しいものがありましたが、2年間にわたる収益構造の改善、営業力強化を基盤に三越伊勢丹グループの重点戦略との連動を着実に実行してきました。
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自動的に生成された説明]特に第4四半期は、サロンドゥショコラでの受注増、酒類の新しい大口受注の刈り取りができ、飛躍的な収益増が見込まれます。年度計でも予算を達成できる見込みであります。これもひとえに、皆様の日々の奮闘の成果であり、心より感謝申し上げます。
ただし、少数精鋭で臨んだ繁忙期の業務は、個人個人の業務が増大し、皆さんの心身ともに大きな負荷をおかけしたと、経営としても課題を持っております。2023年度の大きな成果を持って、明るい展望の中　2024年度に向かうためにも、組合員の皆さまの「働きがい　働きやすさ」の向上への努力を誓いながら、今回の要求に関し、満額の回答をさせて頂きます。

[image: ]【労働組合：磯原委員長からのコメント】
今回の賃金要求では、想定を上回る物価上昇を踏まえ、グループ共通の計算式に基づかず別途協議の上でのベースアップ額となります。今回の賃金引上げの取り組みは、ベースアップ以外にも適正な評価による昇給などの運用面についても要求していることから、各人のモチベーション向上に繋がり、キャリア構築や働きやすい環境整備に繋がるよう、評価面談などを通じて各人の役割に基づく意識づけを行って頂きたく、お願い申し上げます。

人に関わる諸制度全般については、前年の社員本給制度・賞与制度に続き、退職一時金制度の構築に取り組みました。人事賃金制度においては、グループ基準に基づいたベースを整えるこができました。短期間にこれら仕組みを整備できたことは、一重に労使の信頼関係を前提とした連携・協議の結果であると認識しています。
24年度以降の協議につきましては、組合方針に基づき、今後4年先を見据えたセンチュリートレーディングカンパニーのあるべき姿に向けた「労働福祉ビジョン」を改めて労使間で共有化した上で、今一度、「人事制度 ガイダンスの作成」を通じて、現在定められている労働条件全般の棚卸を行い、現状の諸制度の確認や今後の制度改定や拡充の必要性などを労使間で確認・共有していきたいと考えています。
一方、これら確認・共有に時間をかけることなく、現時点認識できる課題や必要な見直しは、スピード感を持って引き続き精力的に取り組んでいかなければなりません。特に、グループとしてのキャリア形成の観点において、メンバー各人の価値観や強み、現況などを踏まえながら、今後のキャリアについて考えられる環境や仕組みの構築や機会の提供（キャリアシートの運用等）をはじめ、グループの一員として享受・整備すべきグループ方針・グループ基準に基づいたルールの導入は、早速に協議に入りたいと考えています。

働く環境に整備では、年間完全週休2日制を導入します。これによる年間総実労働時間短縮には有給休暇の消化率向上がカギになります。業務特性上、上期内の有給休暇取得奨励期間の設定、期初に申請するルール化や担当単位のスケジュール管理等の現場の運用の徹底が重要であり、それを率先して指導するマネジメント力が求められます。一方、時間外についても業務特性の影響から下期に増加せざるを得ない状況にあります。グループ基準である「年間総実労働時間1,800時間未満」を完全に達成するには、有休消化率の向上と合わせて法定水準となっている有給休暇付与日数の見直しも有用ではないかと考えます。
なお、24年度以降の労使協議においては、前述の取り組みに加え、随時発信されるグループ基準については、会社はHDSから、組合は本部経由で共有化されていきます。センチュリートレーディングカンパニー労使においても、お互いにタイムリーにキャッチアップし、協議においては導入の有無ではなく導入・適用を前提に運用面等について協議していくよう心がけていきたいと思います。引き続き、センチュリートレーディングカンパニーとして目指す姿の実現に向けた労使協議を、スピード感を持って取り組んでいきたいと思います。
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